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正しく知って正しく畏れる 
～クマによる事故を防ぐために～ 

ピッキオ 玉谷宏夫 

1992年 “森を未来に残す” 
      「野鳥研究室」発足 
 
2000年 軽井沢町ツキノワグマ対策事業 
 
2007年 県クマ対策員制度発足 

NPO法人ピッキオ（2004年～） 
 
・年間雇用 4名 
・季節雇用 3～5名 
・ベアドッグ 2頭＋α 
・6～10月は3交代制 
 （23:00-、3:00-、9:00-） 

ヒグマとツキノワグマによる人身被害者数（棒）および両種の許可捕殺数（折れ線） 
環境省による統計資料から作成 

2023年10月15日 
信濃毎日新聞 

最近の被害状況 
本当の姿は？ どうしたらいいの？ 

１．ツキノワグマについて 
 
２．軽井沢町での対策事例 
 
３．個人でできる対策 

ツキノワグマはどれ？ 
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イラスト：日本理科美術協会 松本 晶 

1.8～2.5ｍ 

1～1.5ｍ 

100～300ｋｇ 50～150ｋｇ 

・季節による体重差が大きい 
・オスはメスよりも身体が大きい 

ヒグマ 
ツキノワグマ 

大型犬より大きい？ 

2018年5月 
軽井沢町 
♂ 157.0kg 16歳 

2021年6月11日 
中野市 
♂ 140.7kg 推定20歳以上 

2006年11月 
軽井沢町 
♂ 169.5kg 15歳 

2月 約300g 

母グマや経験から多くを学ぶ 
   ・長い時間をかけて育てる 
   ・寿命は20年以上 
 

 

“問題グマ”を生み出さない 

5月 2～3kg 

28歳♂ 83kg 

翌年 親別れ 15～30kg 
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環境省.2015.国指定浅間鳥獣保護区ツキノワグマの現場学習放獣に係る調査検討業務報告書 
中下留美子氏 （森林総合研究所）による分析結果を引用 

母グマから多くを学ぶ 

2000年以降、軽井沢町では山菜採りの方とクマの接触事故が4件発生 
（2002年5月9日※、2016年5月3日※、2023年5月6日、2025年5月3日※） 
うち※3件は冬眠穴前での事故 

冬眠中でもすぐに動ける！ 

人工物を使うこともある 冬眠入り/あけのタイミング（1999～2012年の平均） 

オス単 冬眠（冬ごもり）     

11月 12月 6月 5月 4月 3月 2月 1月 

メス単 冬眠（冬ごもり） 

出産♀ 仔冬眠（冬ごもり） 

・冬眠入り 11月平均気温が高い場合、ミズナラが豊作の場合は冬眠入りが遅くなる（オス、メス両方） 

・冬眠明け 3月の平均気温が高い場合、ミズナラが豊作の場合は冬眠明けが早くなる（オスのみ） 

12月2日 

5月11日 11月28日 

4月25日 12月3日 

4月17日 

親子連れは冬眠あけが遅い 
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ツキノワグマの分布域 

出典：産経ニュース 

■2004年度調査（環境省） 
■2006～2012年度調査（日本クマネットワーク） 

四国 
20～30頭 九州 

絶滅宣言（2012年） 

２．軽井沢町での対策事例 

浅間山焼昇之記（1783年の天明大噴火時） 

軽井沢駅 

2018年5月 
軽井沢町 
♂ 157.0kg 16歳 

人間社会を映すクマの世界 

上信越高原国立公園（1949年～） 
浅間鳥獣保護区（1951年～） 

1999年にはクマによるゴミ荒らしが129件発生 

認識が追い付いていなかった人間 人間が生み出した“問題グマ” 
 

  1998年8月20日 捕獲、学習放獣 
              ： 
       1999年7月20日 捕獲、学習放獣 
                   ：  
            2001年7月25日 捕獲、安楽殺 
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ミロク♀ 

トミバー♀ 

フタバ♀ 

クロス♀ 

デュマ♂ 

新軽井沢 

アイス♂ 

ジゴロー♂ 

レイ♀ 

中軽井沢 

サニー♀ 

借宿 

マメ♀ 

離
山 

愛
宕
山 野鳥の森 

2006年における監視個体の夏の行動圏（7／11～9／10） 

0          5km 

第二、第三の“スポット”が・・・ クマを引き寄せない 

公共ゴミ集積所でのゴミ荒らし件数とクマ被害対策ゴミ箱の設置台数 

・公共：32台 
・民間：15台 
・町外：6台 

電気柵の普及 
2006～2025年度の補助金申請者 348名 

通学路沿いのやぶ刈り 小学校 

!! 

鉢合わせを防ぐ 
    ＆ 
出没を抑制する 

6～10月は毎晩町内をパトロール 
                →追い払い 

森林と人間利用エリアの境界で 
電波発信器・GPSを装着 

クマにも遠慮してもらう 

ツキノワグマ出没時の対応基準

人間活動エリア

（高） （高） （中）

Ⅳ Ⅱ Ⅰ Ⅳ Ⅲ Ⅰ

森林 商業地／宅地（高） 宅地（低） 森林

（林道、施設を含む）
集落／教育施設 レジャー施設

（林道、施設を含む）

滞在防止
侵入抑止

（クマの教育）
保護優先 滞在防止 侵入抑止

侵入抑止

（クマの教育）
防除 保護優先

防 防 学、駆 防 防 防

学、追、駆 追、駆 防 学、追、駆 駆 追、駆

駆 学、追 防 学、追

防 防 学、追、駆 防

注 注

学、追 学、追

問題なし

（軋轢レベルＥ）

エリア区分

方針

ク

マ

の

行

動

タ

イ

プ

危険

（軋轢レベルＡ）

厳重注意

（軋轢レベルＢ）

注意

（軋轢レベルＣ）

留意

（軋轢レベルＤ)

耕作地

駆*1

防 駆

人間活動エリア

商業地／宅地（高）

駆 駆 駆

駆 駆

北側 南側

（国道旧18号線より北側：国指定鳥獣保護区内） （国道旧18号線より南側：一般地域）

緩衝エリア

注

― 注

クマ生息エリア 人間活動エリア クマ生息エリア 緩衝エリア

Ⅱ

別荘地

駆 駆 駆 駆*1

防 防

別荘地

―

― 注 ― ― 注

― 注 ― ― ―

軽井沢町 クマ保護管理対策基本指針（2007年～）より抜粋 

ツキノワグマ出没時の対応基準 
• エリア区分（ゾーニング）とクマの行動を掛け合わせて、対応方針を判断 
• 個体管理と追い払いにより、エリアの移動と軋轢レベルの低下を促す 
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2025年度は17頭のクマに、計267回プレッシャーを与えた 

2014年7月捕獲（1才） 
2015年（2才） 
2016年（3才） 

「賢い」メスグマと折り合いをつける 
    No.107♀（1→3才）の例 

住居地 

別荘地 

森林 

軽井沢町内のクマ情報件数 

人間活動エリア
で無事故 

平均捕殺数：1.3頭/年 軽井沢町におけるクマの生息状況と対策について 令和８年４月２８日 定例記者会見 より引用 

期間限定の方針転換 

年間行動圏 

 

約 30 km 

約10km 

信濃追分駅 

浅間牧場 

軽井沢駅 

鬼押し出し園 

長野原草津口駅 

浅間山 

霧積湖 

クマの行動の質を保つ ３．個人でできる対策 

        近くで出会わない 
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👉人身事故の有無（食害などは特に注意） 
👉親子グマの情報 
👉農作物被害やごみ被害が多発していないか 
 

クマ情報を事前に入手 

上田市のHPより引用 

クマの食べ物がある場所には近づかない 

クワ 

キイチゴ 

サクラ 

初夏 

ヤマブドウ 

サルナシ ミズキ 

クリ ミズナラ 

ウワミズザクラ クマヤナギ 

晩夏 

秋 

クマにとってはゴミもごちそう 

塗料などはふたを閉めて屋内で保管 
クマがいる場所から離れる 
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クマ棚 

クマ剥ぎ 

糞 

時間が経つと・・・ 
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タヌキの溜め糞 モグラ塚 

【目】 
あまり良くない 

分からない色がある 

【鼻】 
とてもいい 

【耳】 
とてもいい 

クマも人間に会いたくない→気付いてもらうには？ 

音でアピール 「かもしれない」行動 

死角となる場所は外側を歩く 
・2024年10月29日 13:59 晴れ ・軽井沢町 三ツ石国有林 
・単独 男性 60代 作業中 ・予防策なし 
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出会ってしまった時の対処法 

親子グマが発する危険信号 近くで出会ってしまった時 

足の速さもかなわない 近くで出会わないようにする 
 ①クマがどこで何をしているのかを知る 
 ②「かもしれない」行動 

 ③気付いてもらう →クマ鈴、笛など 

 ＋気配を感じる 
 

         出会ってしまったら 
           ①刺激しない 
           ②距離をとる 
           ③走らない／背を向けない 
           ＋高さをかせぐ 
 

                向かってきたら 
                   ①それでもできるだけ落ち着いて！ 

                   ②クマスプレー →「日本クマネットワーク」の動画 

                   ③防御姿勢 
                   ＋すぐに動かない 引用：Sitakke 

防災 

減災 

事故に遭わないために 

ヘルメット 
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より抜粋 

2023年に秋田県内でクマと接触した70
名のうち重傷者は23名、防御姿勢をと
れたのは10名。 
その10名の中に重傷者はいなかった。 

クマスプレーについて 
 
①使う前 
・出会わないことが大事 
・心配な箇所では安全装置を外して、いつでも噴射できるように 
・虫よけスプレーのように自分にかけるのではない 
 
②使用時 
・5m、5秒間 
・鼻と目を狙う 
 
③その他 
・車内に置かない、硬いものに当てない 
・流水で洗い流す 
・安全ピンを確実に戻す 
・使用期限 
 
 
 
・クマスプレーの使い方～正しく使って身を守ろう！～（日本クマネットワーク） 
 https://www.youtube.com/watch?v=CjLaBX9r344 

射程距離 7m以上 
噴射持続時間 6秒以上 

EPA（米国環境保護庁）認証 
カプサイシン濃度 約2％以上 

内容量 225g～ 
霧状で拡散しやすい 
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一人一人のクマリテラシーを高める 
リテラシー：特定の分野に関する情報を正しく理解し、適切に判断・活用する能力 

かるいざわツキノワグマゾーニングマップ 

クマ目線で町を見る 
↓ 

事故防止 

【レポート提出について】

下記の課題について、それぞれ実習を通して感じたこと・考えたことをレポートしてください。

課題１．人とクマの共存とはどのような状態を指すのか。全国、地域それぞれのスケールで考えよ。

課題２．その状態を実現するための方法と、行政、住民、専門家の役割を考えよ。

課題３．実習の感想と、実習で自分がどんなことをしたか（こんな話をした、〇〇を捕まえた、などのエピソード）

≪提出ルール≫

・Wordで作成、データで提出

・1枚以上は必ず書くこと　理想1.5枚以上

・文字サイズ10.5

≪提出〆切≫

≪提出先≫

ご清聴ありがとうございました 

クマと折り合いをつけてきた県として・・・ 


